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はじめに：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
訪問介護の目的は日常生活の中で最大限に身体機能や希望を生かし自立に向けて安全に生活出来るように支援して行く。

進行性疾患を抱え独居生活と言う不安の中、依存的傾向になりながちな利用者様との人間関係を大切にしながら体調を維持し地域との交流を大切に在宅生活を続けるためリハビリテーションへの意欲を引き出す事に至った過程を報告したいと思います。

方法：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ヘルパー間で連絡報告相談をしながら利用者様に常に声かけをする事と話し相手をし、調を伺いながら掃除を行うようにする。

結果：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

パワーリハビリを勧め週二回利用して頂けるようになった。

本人様とても体調が良く家族で散歩もされるようになられました。

掃除はヘルパー任せでしたが、現在寝室はご自分でされるようになり体調の良い時は、他の部屋もして頂けるようになりました。

考察：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

近所の世話役をされており、来客も多く地域との交流があり緊急時の対応は出来ています。服薬忘れ外出時にあるようですが、ヘルパーは声かけはしますが訪問しない日は大丈夫であるか、他に良い方法があるのでは気になっています。

まとめ：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

若くして発病し疾患に対しても知識があり、ご自分の生活スタイルを大切にして過ごしておられ以前のようにご自分の身の回りの事が出来るようになり、精神的な不安を軽減する事につながったと思います。掃除が終わると「きれいにしてくれて有難う」と感謝の言葉をかけて下さるようになりました。地域とふれあいながら在宅生活が出来るよう支援します。
